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論文内容の要旨

本論文は，炭素鋼は二相混合組織からなる複合材料であるとの観点から，フェライトとセメンタイト

に着目して炭素鋼の被研削性を検討したものであり 次の 6 章から構成されている。

第 1 章は緒論であり，炭素鋼を複合材料としてアプローチする立場の重要性と意義について述べてい

る。

第 2 章では，炭素鋼の被研削性を金属組織学的に分類し，被削材の硬度が同一硬度であっても，被研

削性は，被削材の金属組織により大きく異なる乙とを明らかにしている。

第 3 章では，フェライトの形状とセメンタイトの析出形態の相違が，被研削性に与える影響をベイナ

イト組織を取り上げ比較検討し 上部と下部ベイナイトの境界温度 350
0

C で恒温変態させたベイナイ

ト組織の被研削性が極めて良好であることをみいだしている。

第 4 章では，第二相であるセメンタイトの形状，大きさおよびセメンタイト量を変化させ，切りくず

生成においてセメンタイトが果す役割を検討している。その結果 切りくず生成において，セメンタイ

トがはく離現象iとより排出されるか，それとも，砥粒切れ刃によるセメンタイトの微小破砕の現象が生

じるかにより，被研削性は大いに左右されることを明らかにしている。

第 5 章では，炭素鋼の冶金的因子としてフェライト粒径，セメンタイト粒径およびセメンタイト量の

三因子を用いて，接線および法線方向の研削抵抗を統計的手法により重回帰分析を行っている D その結

果，三因子を用いることにより研削抵抗をある程度予測する乙とが可能になること，さらに三因子を制

御する乙とにより 研削抵抗を制御することが可能になる乙とを明らかにしている。

第 6 章は，上記の各章において得られた研究成果の要約である。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，炭素鋼が硬質相と軟質相の二相混合組織からなる複合材料であるとの観点からその被研削

性を検討し，次に示す重要な結果を得ている。

(1) 炭素鋼の被研削性を金属組織学的立場から検討し，研削抵抗，仕上面あらさおよび加工変質層の厚

さが被削材の金属組織により大きく異なることを明らかにしている。

(2) ベイナイト組織の鋼は，その靭性の高さのため難削材の一つに数えられているが，恒温変態温度を

変えて，フェライトとセメンタイトの析出形態を変化させ，これらの組織が被研削性に及ぼす影響を

明らかにすることにより，被研削性が良好となる熱処理条件をみいだしている。

(3) 二相材料の研削では，強化相としての役割をもっ硬質相の挙動が重要で、あるので，セメンタイトの

形状，大きさおよび量が被研削性に及ぼす影響を定性的および定量的に明らかにしている。

(4) 軟質相のマトリックスに硬質相のセメンタイトが分布する，難削材と考えられる鋼について，フェ

ライト粒径，セメンタイト粒径およびセメンタイト量の三因子が研削抵抗に及ぼす影響を統計的手法

により解析し，研削抵抗を材料側の立場より予測，制御する乙とに成功している。

以上のように，本論文から得られた成果は，難削材の被研削性改善に結びつく示唆に富んだものであ

り，研削工学の進歩に貢献すると乙ろ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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